
(57)【要約】

【課題】シートベルト非使用時にタングを固定するタン

グホルダを設け、このタングホルダの上部に第１タング

を保持する第１保持部を設け、この第１保持部の下部に

第２タングを保持する第２保持部を設けることで、第１

タングおよび第２タングをワン操作でタングホルダの各

保持部に収納でき、着脱も容易かつ両タングの接触によ

る異音の発生も防止することができる車両用シートベル

ト装置の提供を目的とする。

【解決手段】シートベルト１２のリトラクタ装置１６が

ルーフ部に配設されると共に、シートベルト１２非使用

時にタング１３，１５を固定するタングホルダ２６が設

けられた車両用シートベルト装置であって、上記シート

ベルト１２は先端にアンカ部と係合する第１タング１３

と、中間部にバックル部と係合する第２タング１５とを

備え、上記タングホルダ２６は上部に第１タング１３を

保持する第１保持部２８と、該第１保持部の下部に第２

タング１５を保持する第２保持部２９とが形成されたこ

とを特徴とする。

【選択図】　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
シ ー ト ベ ル ト の リ ト ラ ク タ 装 置 が ル ー フ 部 に 配 設 さ れ る と 共 に 、 シ ー ト ベ ル ト 非 使 用 時 に
タ ン グ を 固 定 す る タ ン グ ホ ル ダ が 設 け ら れ た 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 で あ っ て 、
上 記 シ ー ト ベ ル ト は 先 端 に ア ン カ 部 と 係 合 す る 第 １ タ ン グ と 、 中 間 部 に バ ッ ク ル 部 と 係 合
す る 第 ２ タ ン グ と を 備 え 、
上 記 タ ン グ ホ ル ダ は 上 部 に 第 １ タ ン グ を 保 持 す る 第 １ 保 持 部 と 、 該 第 １ 保 持 部 の 下 部 に 第
２ タ ン グ を 保 持 す る 第 ２ 保 持 部 と が 形 成 さ れ た
車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 タ ン グ ホ ル ダ は 、 シ ー ト ベ ル ト が 通 る 開 口 部 の 後 方 に 縦 壁 が 形 成 さ れ 、
上 記 第 １ 保 持 部 は 縦 壁 上 方 か ら 上 記 開 口 部 と 反 対 側 に 突 出 し 第 １ タ ン グ を 収 容 す る タ ン グ
収 容 部 に て 構 成 さ れ 、
上 記 第 ２ 保 持 部 は 縦 壁 下 方 に 第 ２ タ ン グ を 挿 通 保 持 す る タ ン グ 保 持 部 に て 構 成 さ れ た
請 求 項 １ 記 載 の 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 タ ン グ 収 容 部 の 下 面 に は 第 ２ タ ン グ の 金 具 を 保 持 す る タ ン グ 係 止 部 が 形 成 さ れ た
請 求 項 ２ 記 載 の 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 タ ン グ 保 持 部 は タ ン グ 挿 通 孔 に 設 定 さ れ 、 該 タ ン グ 挿 通 孔 の 孔 縁 後 部 に は 第 ２ タ ン グ
の 挿 入 ガ イ ド 部 が 形 成 さ れ た
請 求 項 ２ 記 載 の 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 第 ２ タ ン グ は 第 １ タ ン グ と の 間 の ベ ル ト 部 を 折 返 し て タ ン グ 保 持 部 に 係 止 さ れ 、
タ ン グ 収 容 部 と タ ン グ 保 持 部 と の 間 隔 は ベ ル ト 折 返 し の 反 力 に よ り 第 ２ タ ン グ を 保 持 で き
る 間 隔 に 設 定 さ れ た
請 求 項 ３ 記 載 の 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 リ ト ラ ク タ 装 置 は ブ ラ ケ ッ ト を 介 し て ル ー フ 部 に 取 付 け ら れ 、 タ ン グ ホ ル ダ は ブ ラ ケ
ッ ト に 取 付 け ら れ る も の で あ っ て 、 上 記 ル ー フ 部 に シ ー ト ベ ル ト 装 置 が 取 付 け ら れ た 後 に
、 シ ー ト ベ ル ト を 挿 通 さ せ る ベ ゼ ル が 設 け ら れ た
請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か １ に 記 載 の 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 シ ー ト ベ ル ト の リ ト ラ ク タ 装 置 が ル ー フ 部 に 配 設 さ れ る と 共 に 、 シ ー ト ベ ル
ト 非 使 用 時 に タ ン グ を 固 定 す る タ ン グ ホ ル ダ が 設 け ら れ た よ う な 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 後 席 中 央 に 着 座 し た 乗 員 を 拘 束 す る 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 と し て は 、 ル ー フ 部 に
シ ー ト ベ ル ト の リ ト ラ ク タ 装 置 を 配 設 す る 一 方 、 ト ッ プ シ ー リ ン グ の 所 定 部 に ベ ゼ ル を 取
付 け 、 こ の ベ ゼ ル の シ ー ト ベ ル ト 挿 通 孔 か ら 車 室 内 に 導 出 さ せ た シ ー ト ベ ル ト に て 上 記 乗
員 を 拘 束 し 、 シ ー ト ベ ル ト 非 使 用 時 に は 、 シ ー ト ベ ル ト が 垂 れ 下 が っ て 揺 動 す る こ と を 回
避 す る 目 的 で 、 上 述 の シ ー ト ベ ル ト 先 端 に 設 け ら れ た タ ン グ プ レ ー ト を 、 上 記 ベ ゼ ル に 形
成 し た タ ン グ プ レ ー ト 保 持 部 に 係 止 さ せ る よ う に 構 成 し た も の が あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 １
参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ ９ １ ８ ９ ８ 号 公 報 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 の 従 来 構 造 の 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 は シ ョ ル ダ ベ ル ト の 先 端 に 単 一 の タ ン グ プ レ ー
ト を 設 け た も の で 、 こ の タ ン グ プ レ ー ト を 上 記 保 持 部 に 保 持 さ せ る こ と は 比 較 的 簡 単 で あ
る が 、 シ ー ト ベ ル ト に 対 し て バ ッ ク ル 部 に 係 合 す る 中 間 タ ン グ と 、 ア ン カ 部 に 係 合 す る 先
端 タ ン グ と の 合 計 ２ つ の タ ン グ を 設 け た 場 合 に は 、 シ ー ト ベ ル ト 非 使 用 時 の タ ン グ の 固 定
が 比 較 的 煩 雑 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
す な わ ち 、 中 間 タ ン グ と 先 端 タ ン グ と を 固 定 す る 場 合 、 ２ つ の タ ン グ を 重 ね 合 わ せ て ル ー
フ 側 の 凹 部 に 収 納 さ せ る 構 造 が 考 え ら れ る が 、 こ の 場 合 に は 車 両 走 行 中 の 振 動 等 に よ り 各
タ ン グ 先 端 の 金 具 が 接 触 し て 異 音 が 発 生 す る 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 中 間 タ ン グ と 先 端 タ ン グ と を そ れ ぞ れ 別 々 に ル ー フ 側 の 凹 部 に 収 納 す る 構 造 も 考 え
ら れ る が 、 こ の 場 合 に は 、 異 音 の 発 生 は 防 止 で き る も の の 、 ２ つ の タ ン グ を そ れ ぞ れ 別 々
に 収 納 す る 必 要 が あ る の で 、 収 納 操 作 性 が 悪 化 す る 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 シ ー ト ベ ル ト 非 使 用 時 に タ ン グ を 固 定 す る タ ン グ ホ ル ダ を 設 け 、 こ
の タ ン グ ホ ル ダ の 上 部 に 第 １ タ ン グ を 保 持 す る 第 １ 保 持 部 を 設 け 、 こ の 第 １ 保 持 部 の 下 部
に 第 ２ タ ン グ を 保 持 す る 第 ２ 保 持 部 を 設 け る こ と で 、 第 １ タ ン グ お よ び 第 ２ タ ン グ を ワ ン
操 作 で タ ン グ ホ ル ダ の 各 保 持 部 に 収 納 で き 、 着 脱 も 容 易 か つ 両 タ ン グ の 接 触 に よ る 異 音 の
発 生 も 防 止 す る こ と が で き る 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 に よ る 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 は 、 シ ー ト ベ ル ト の リ ト ラ ク タ 装 置 が ル ー フ 部 に
配 設 さ れ る と 共 に 、 シ ー ト ベ ル ト 非 使 用 時 に タ ン グ を 固 定 す る タ ン グ ホ ル ダ が 設 け ら れ た
車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 で あ っ て 、 上 記 シ ー ト ベ ル ト は 先 端 に ア ン カ 部 と 係 合 す る 第 １ タ
ン グ と 、 中 間 部 に バ ッ ク ル 部 と 係 合 す る 第 ２ タ ン グ と を 備 え 、 上 記 タ ン グ ホ ル ダ は 上 部 に
第 １ タ ン グ を 保 持 す る 第 １ 保 持 部 と 、 該 第 １ 保 持 部 の 下 部 に 第 ２ タ ン グ を 保 持 す る 第 ２ 保
持 部 と が 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 構 成 の 第 １ タ ン グ は 先 端 タ ン グ ま た は 固 定 タ ン グ を 構 成 し 、 第 ２ タ ン グ は 中 間 タ ン グ
ま た は 可 動 タ ン グ で 構 成 し て も よ い 。
上 記 構 成 に よ れ ば 、 タ ン グ ホ ル ダ の 上 部 に 第 １ 保 持 部 を 形 成 し 、 こ の 第 １ 保 持 部 の 下 部 に
第 ２ 保 持 部 を 形 成 し た の で 、 シ ー ト ベ ル ト 非 使 用 時 に 際 し て 第 １ タ ン グ と 第 ２ タ ン グ と を
タ ン グ ホ ル ダ に 収 納 固 定 す る 場 合 に は 、 第 １ タ ン グ お よ び 第 ２ タ ン グ を ワ ン 操 作 で 上 記 タ
ン グ ホ ル ダ の 各 保 持 部 に 収 納 で き 、 着 脱 も 容 易 か つ 両 タ ン グ の 接 触 に よ る 異 音 の 発 生 も 防
止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
な お 、 シ ー ト ベ ル ト の 使 用 時 に 、 第 １ タ ン グ を ア ン カ 部 に 係 合 さ せ 、 第 ２ タ ン グ を バ ッ ク
ル 部 と 係 合 さ せ る と 、 シ ー ト ベ ル ト は シ ョ ル ダ ベ ル ト 部 と ラ ッ プ ベ ル ト 部 と に 区 分 さ れ て
、 乗 員 を ３ 点 式 シ ー ト ベ ル ト 構 造 に て 拘 束 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 発 明 の 一 実 施 態 様 に お い て は 、 上 記 タ ン グ ホ ル ダ は 、 シ ー ト ベ ル ト が 通 る 開 口 部 の 後
方 に 縦 壁 が 形 成 さ れ 、 上 記 第 １ 保 持 部 は 縦 壁 上 方 か ら 上 記 開 口 部 と 反 対 側 に 突 出 し 第 １ タ
ン グ を 収 容 す る タ ン グ 収 容 部 に て 構 成 さ れ 、 上 記 第 ２ 保 持 部 は 縦 壁 下 方 に 第 ２ タ ン グ を 挿
通 保 持 す る タ ン グ 保 持 部 に て 構 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 縦 壁 上 方 の 第 １ タ ン グ 収 容 用 の タ ン グ 収 容 部 と 、 縦 壁 下 方 の 第 ２ タ ン
グ 挿 通 保 持 用 の タ ン グ 保 持 部 と を 上 下 に 区 画 す る こ と が で き る の で 、 両 タ ン グ の 接 触 を よ
り 一 層 確 実 に 防 止 し て 、 異 音 発 生 を 阻 止 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 発 明 の 一 実 施 態 様 に お い て は 、 上 記 タ ン グ 収 容 部 の 下 面 に は 第 ２ タ ン グ の 金 具 を 保 持
す る タ ン グ 係 止 部 が 形 成 さ れ た も の で あ る 。
上 記 構 成 に よ れ ば 、 タ ン グ 収 容 部 の 下 面 に タ ン グ 係 止 部 を 形 成 し た の で 、 第 １ タ ン グ の 収
容 部 を 利 用 し つ つ 、 簡 単 な 構 成 に て 第 ２ タ ン グ の 保 持 性 能 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 発 明 の 一 実 施 態 様 に お い て は 、 上 記 タ ン グ 保 持 部 は タ ン グ 挿 通 孔 に 設 定 さ れ 、 該 タ ン
グ 挿 通 孔 の 孔 縁 後 部 に は 第 ２ タ ン グ の 挿 入 ガ イ ド 部 が 形 成 さ れ た も の で あ る 。
上 記 構 成 に よ れ ば 、 挿 入 ガ イ ド 部 が 第 ２ タ ン グ 挿 入 時 の 案 内 部 と な る の で 、 タ ン グ 挿 入 操
作 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 発 明 の 一 実 施 態 様 に お い て は 、 上 記 第 ２ タ ン グ は 第 １ タ ン グ と の 間 の ベ ル ト 部 を 折 返
し て タ ン グ 保 持 部 に 係 止 さ れ 、 タ ン グ 収 容 部 と タ ン グ 保 持 部 と の 間 隔 は ベ ル ト 折 返 し の 反
力 に よ り 第 ２ タ ン グ を 保 持 で き る 間 隔 に 設 定 さ れ た も の で あ る 。
上 記 構 成 に よ れ ば 、 シ ー ト ベ ル ト の ベ ル ト 折 返 し 部 の 反 力 を 利 用 し て 、 第 １ タ ン グ と 第 ２
タ ン グ と の 保 持 の 安 定 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 発 明 の 一 実 施 態 様 に お い て は 、 上 記 リ ト ラ ク タ 装 置 は ブ ラ ケ ッ ト を 介 し て ル ー フ 部 に
取 付 け ら れ 、 タ ン グ ホ ル ダ は ブ ラ ケ ッ ト に 取 付 け ら れ る も の で あ っ て 、 上 記 ル ー フ 部 に シ
ー ト ベ ル ト 装 置 が 取 付 け ら れ た 後 に 、 シ ー ト ベ ル ト を 挿 通 さ せ る ベ ゼ ル が 設 け ら れ た も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 ト ッ プ シ ー リ ン グ お よ び ベ ゼ ル の 組 付 け 時 に 、 タ ン グ は タ ン グ ホ ル ダ
の 所 定 位 置 に 保 持 さ れ て お り 、 ト ッ プ シ ー リ ン グ 、 ベ ゼ ル の 組 付 け 時 に お い て タ ン グ を 一
旦 ト ッ プ シ ー リ ン グ の 開 口 部 に 挿 通 さ せ る よ う な 作 業 が 不 要 と な っ て 、 組 付 け 性 が 向 上 す
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 実 施 例 】
こ の 発 明 の 一 実 施 例 を 以 下 図 面 に 基 づ い て 詳 述 す る 。
図 面 は 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 を 示 し 、 図 １ は シ ー ト ベ ル ト 使 用 時 の 概 略 図 、 図 ２ は 図 １
の 拡 大 断 面 図 、 図 ３ は シ ー ト ベ ル ト 非 使 用 時 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 実 施 例 の シ ー ト ベ ル ト 装 置 は 後 席 中 央 （ リ ヤ 中 央 席 ） に 着 座 し た 乗 員 Ａ を 拘 束 す る も
の で あ る 。 リ ヤ 中 央 席 １ は 図 １ の 示 す よ う に 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ と シ ー ト バ ッ ク ３ と を
備 え る 一 方 、 車 体 側 の ル ー フ 部 を 構 成 す る ル ー フ パ ネ ル ４ の 後 端 部 下 面 に は 図 ２ に 示 す よ
う に 車 幅 方 向 に 延 び る レ イ ン フ ォ ー ス メ ン ト ５ を 介 し て リ ヤ ヘ ッ ダ ６ を 接 合 し 、 同 方 向 に
延 び る 閉 断 面 ７ ， ８ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 上 述 の ル ー フ パ ネ ル ４ の 車 幅 方 向 側 部 に は 図 ４ に 示 す 如 く 車 両 の 前 後 方 向 に 延 び る ル
ー フ レ ー ル ア ウ タ ９ お よ び ル ー フ レ ー ル イ ン ナ １ ０ を 接 合 し 、 こ の ル ー フ レ ー ル ア ウ タ ９
と ル ー フ レ ー ル イ ン ナ １ ０ と の 間 に は 車 両 の 前 後 方 向 に 延 び る 閉 断 面 １ １ が 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
一 方 、 上 述 の 乗 員 Ａ を 拘 束 す る シ ー ト ベ ル ト １ ２ は 、 ア ン カ 部 （ 図 示 せ ず ） と 係 合 す る 第
１ タ ン グ と し て の 先 端 タ ン グ １ ３ （ 図 ３ 参 照 ） と 、 図 １ に 示 す バ ッ ク ル 部 １ ４ と 係 合 す る
第 ２ タ ン グ と し て の 中 間 タ ン グ １ ５ と を 備 え る と 共 に 、 リ ト ラ ク タ 装 置 １ ６ に よ り 繰 出 し
可 能 に 巻 取 ら れ る よ う に 構 成 し て い る 。 な お 、 各 タ ン グ １ ３ ， １ ５ は 把 持 部 と 係 止 金 具 と
で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の リ ト ラ ク タ 装 置 １ ６ は ブ ラ ケ ッ ト １ ７ に 固 定 さ れ 、 該 ブ ラ ケ ッ ト １ ７ の 複 数 箇 所 が ボ
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ル ト １ ８ ， １ ９ に よ り ル ー フ 部 と し て の ル ー フ レ ー ル イ ン ナ １ ０ お よ び リ ヤ ヘ ッ ダ ６ に 取
付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 述 の ブ ラ ケ ッ ト １ ７ は 図 ４ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 リ ト ラ ク タ 装 置 １ ６ を 取 付 け る た め の
主 面 １ ７ Ａ と 、 こ の 主 面 １ ７ Ａ か ら 車 両 前 後 方 向 の 前 方 に 向 け て 略 Ｌ 字 状 に 延 設 さ れ て 、
ボ ル ト １ ８ 用 の 挿 通 孔 ２ ０ を 有 す る 取 付 け 片 １ ７ Ｂ と 、 上 述 の 主 面 １ ７ Ａ か ら 後 方 に 向 け
て 延 設 さ れ て 、 ボ ル ト １ ９ 用 の 挿 通 孔 ２ １ ， ２ ２ を 有 す る 取 付 け 片 １ ７ Ｃ ， １ ７ Ｄ と が 一
体 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ こ で 、 取 付 け 片 １ ７ Ｂ は 図 ４ に 示 す よ う に ボ ル ト １ ８ を 用 い て ル ー フ レ ー ル イ ン ナ １ ０
に 固 定 さ れ 、 取 付 け 片 １ ７ Ｃ ， １ ７ Ｄ は ボ ル ト １ ９ ， １ ９ を 用 い て リ ヤ ヘ ッ ダ ６ に 固 定 さ
れ る 。 な お 、 ２ ３ は ル ー フ レ ー ル イ ン ナ １ ０ の 閉 断 面 １ １ 側 に 予 め 溶 接 固 定 さ れ た ナ ッ ト
で あ る 。
上 述 の ブ ラ ケ ッ ト １ ７ の 下 面 に は 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 取 付 け 部 材 ２ ４ ， ２ ５ を 用 い
て 例 え ば 合 成 樹 脂 製 の タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ を 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ は シ ー ト ベ ル ト １ ２ が 通 る 開 口 部 ２ ６ ａ を 形 成 し た ト ッ プ デ ッ キ 部
２ ６ ｂ と 、 上 述 の 開 口 部 ２ ６ ａ の 後 方 に 形 成 さ れ た 縦 壁 ２ ６ ｃ と 、 こ の 縦 壁 ２ ６ ｃ の 車 幅
方 向 両 端 部 か ら ホ ル ダ 空 間 部 ２ ７ を 囲 繞 す る よ う に ト ッ プ デ ッ キ 部 ２ ６ ｂ の 外 端 部 に 沿 っ
て 吊 設 さ れ た ス カ ー ト 部 ２ ６ ｄ と 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ７ に 対 す る 取 付 け 部 ２ ６ ｅ ， ２ ６ ｆ と が
一 体 形 成 さ れ た も の で 、 前 側 の 取 付 け 部 ２ ６ ｅ が 取 付 け 部 材 ２ ４ を 用 い て ブ ラ ケ ッ ト １ ７
の 下 面 に 取 付 け ら れ る と 共 に 、 後 側 の 取 付 け 部 ２ ６ ｆ が 取 付 け 部 材 ２ ５ を 用 い て ブ ラ ケ ッ
ト １ ７ の 下 面 に 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
し か も 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に 上 述 の タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ の 縦 壁 ２ ６ ｃ 上 方 に は 開 口 部 ２
６ ａ と 反 対 側 の リ ヤ 側 に 突 出 し て 、 先 端 タ ン グ １ ３ を 収 容 す る 凹 状 の タ ン グ 収 容 部 ２ ８ （
第 １ 保 持 部 ） が 一 体 形 成 さ れ 、 こ の タ ン グ 収 容 部 ２ ８ 下 方 の 縦 壁 ２ ６ ｃ 下 部 に は 中 間 タ ン
グ １ ５ を 挿 通 保 持 す る タ ン グ 保 持 部 と し て の タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ （ 第 ２ 保 持 部 ） が 形 成 さ れ
て い る 。 上 述 の タ ン グ 収 容 部 ２ ８ お よ び タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ は ホ ル ダ 空 間 部 ２ ７ と 連 通 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 上 述 の タ ン グ 収 容 部 ２ ８ の 下 面 に は 中 間 タ ン グ １ ５ の 金 具 １ ５ ａ を 保 持 す る タ ン グ 係
止 部 と し て の タ ン グ 係 止 爪 ３ ０ ， ３ １ が 一 体 形 成 さ れ 、 一 方 の タ ン グ 係 止 爪 ３ ０ で 中 間 タ
ン グ １ ５ の 金 具 １ ５ ａ に お け る 開 口 部 の 口 縁 を 係 止 し 、 他 方 の タ ン グ 係 止 爪 ３ １ で 中 間 タ
ン グ １ ５ の 金 具 １ ５ ａ 先 端 を 係 止 す べ く 構 成 し て い る 。
さ ら に 上 述 の タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ の 下 部 孔 縁 の 後 部 （ リ ヤ 側 ） に は 中 間 タ ン グ １ ５ の 挿 入 ガ
イ ド 部 ３ ２ を 一 体 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
と こ ろ で 、 図 ２ に 示 す よ う に タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ の 開 口 部 ２ ６ ａ と 対 応 し て ブ ラ ケ ッ ト １ ７
側 に 設 け ら れ た 開 口 部 ３ ３ に は シ ー ト ベ ル ト 挿 通 用 の 開 口 を 有 す る ガ イ ド 部 材 ３ ４ が 取 付
け ら れ て お り 、 リ ト ラ ク タ 装 置 １ ６ か ら の シ ー ト ベ ル ト １ ２ は ガ イ ド 部 材 ３ ４ の シ ー ト ベ
ル ト 挿 通 用 の 開 口 、 タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ の 開 口 部 ２ ６ ａ を 介 し て 下 方 側 つ ま り 車 室 側 へ 導 出
さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
さ ら に 詳 し く は 、 上 述 の タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ の 下 方 に は 、 複 数 の ピ ン ３ ５ お よ び ナ ッ ト 部 材
３ ６ を 用 い て ト ッ プ シ ー リ ン グ ３ ７ に 取 付 け ら れ た ベ ゼ ル ３ ８ を 配 設 し 、 リ ト ラ ク タ 装 置
１ ６ か ら の シ ー ト ベ ル ト １ ２ は ガ イ ド 部 材 ３ ４ の シ ー ト ベ ル ト 挿 通 用 の 開 口 、 タ ン グ ホ ル
ダ ２ ６ の 開 口 部 ２ ６ ａ 、 ホ ル ダ 空 間 部 ２ ７ お よ び ベ ゼ ル ３ ８ の 空 間 部 ３ ９ を 介 し て 車 室 ４
０ （ 図 １ 参 照 ） 側 へ 導 出 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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上 述 の ベ ゼ ル ３ ８ の 空 間 部 ３ ９ は タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ の ホ ル ダ 空 間 部 ２ ７ と 対 向 す る と 共 に
、 先 端 タ ン グ １ ３ お よ び 中 間 タ ン グ １ ５ を 把 持 し た 乗 員 Ａ の 手 が 入 る 程 度 の 大 き さ に 設 定
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
シ ー ト ベ ル ト １ ２ の 非 使 用 時 に は 図 ３ に 示 す よ う に 、 先 端 タ ン グ １ ３ は タ ン グ ホ ル ダ ２ ６
の タ ン グ 収 容 部 ２ ８ に 収 容 さ れ 、 中 間 タ ン グ １ ５ は タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ の タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９
に 挿 入 保 持 さ れ る が 、 図 ３ に 示 す よ う に 中 間 タ ン グ １ ５ は 先 端 タ ン グ １ ３ と の 間 の ベ ル ト
部 を 折 返 し て タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ に 係 止 さ れ 、 タ ン グ 収 容 部 ２ ８ と タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ と の 間
の 上 下 間 隔 は ベ ル ト 折 返 し 部 １ ２ Ａ の 反 力 に よ っ て 中 間 タ ン グ １ ５ を 保 持 で き る 間 隔 に 設
定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
す な わ ち 、 シ ー ト ベ ル ト １ ２ は 中 間 タ ン グ １ ５ の 把 持 部 開 口 を 通 っ た 後 に 、 先 端 タ ン グ １
３ の 把 持 部 開 口 を 通 り 、 か つ シ ー ト ベ ル ト １ ２ を 構 成 す る ウ エ ビ ン グ は 先 端 タ ン グ １ ３ の
把 持 部 開 口 の 前 後 に お い て 縫 合 さ れ て ２ 重 構 造 に な っ て お り 、 タ ン グ 収 納 時 に は こ の ウ エ
ビ ン グ の ２ 重 構 造 部 が 図 ３ に 示 す よ う に 折 返 さ れ て 上 述 の ベ ル ト 折 返 し 部 １ ２ Ａ が 形 成 さ
れ 、 タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ に 挿 入 保 持 さ せ た 中 間 タ ン グ １ ５ に は 、 ベ ル ト 折 返 し 部 １ ２ Ａ の 反
力 が 付 勢 さ れ て 、 該 中 間 タ ン グ １ ５ を 保 持 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
一 方 、 上 述 の リ ト ラ ク タ 装 置 １ ６ は ブ ラ ケ ッ ト １ ７ を 介 し て ル ー フ 部 と し て の ル ー フ レ ー
ル イ ン ナ １ ０ お よ び リ ヤ ヘ ッ ダ ６ に 取 付 け ら れ 、 タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ は ブ ラ ケ ッ ト １ ７ に 取
付 け ら れ る も の で あ っ て 、 ト ッ プ シ ー リ ン グ ３ ７ お よ び ベ ゼ ル ３ ８ の 車 体 に 対 す る 組 付 け
以 前 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 各 タ ン グ １ ３ ， １ ５ が タ ン グ 収 容 部 ２ ８ と タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ と
に そ れ ぞ れ 保 持 さ れ た 状 態 の シ ー ト ベ ル ト 装 置 が 上 述 の ル ー フ 部 に 組 付 け ら れ た 後 に 、 ト
ッ プ シ ー リ ン グ ３ ７ お よ び ベ ゼ ル ３ ８ が 車 体 に 対 し て 組 付 け ら れ 、 シ ー ト ベ ル ト １ ２ の 使
用 に 際 し て は 乗 員 Ａ が ベ ゼ ル ３ ８ の 空 間 部 ３ ９ か ら タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ の ホ ル ダ 空 間 部 ２ ７
に 手 を 差 し 入 れ て ２ つ の タ ン グ １ ３ ， １ ５ を 車 室 ４ ０ 側 へ 取 出 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の よ う に 構 成 し た 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 に お い て 、 シ ー ト ベ ル ト １ ２ に て 乗 員 Ａ を 拘
束 す る に は 、 タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ か ら 取 出 し た ２ つ の タ ン グ １ ３ ， １ ５ の う ち 、 先 端 タ ン グ
１ ３ を ア ン カ 部 と 係 合 さ せ る と 共 に 、 中 間 タ ン グ １ ５ を バ ッ ク ル 部 １ ４ に 係 合 さ せ る と 、
図 １ に 示 す よ う に シ ー ト ベ ル ト １ ２ は シ ョ ル ダ ベ ル ト 部 １ ２ Ｓ と ラ ッ プ ベ ル ト 部 １ ２ Ｌ と
に 区 分 さ れ て 、 乗 員 Ａ を ３ 点 式 シ ー ト ベ ル ト 構 造 に て 拘 束 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
一 方 、 シ ー ト ベ ル ト １ ２ の 非 使 用 時 に は 、 各 タ ン グ １ ３ ， １ ５ を ア ン カ 部 、 バ ッ ク ル 部 １
４ か ら 取 外 し た 後 に 、 先 端 タ ン グ １ ３ と 中 間 タ ン グ １ ５ と の 間 に ベ ル ト 折 返 し 部 １ ２ Ａ が
形 成 さ れ る よ う に 両 タ ン グ １ ３ ， １ ５ を 上 下 に 重 ね 合 わ せ 、 こ れ ら 両 タ ン グ １ ３ ， １ ５ を
ベ ゼ ル ３ ８ の 空 間 部 ３ ９ か ら ホ ル ダ 空 間 部 ２ ７ を 介 し て 、 先 端 タ ン グ １ ３ の 金 具 １ ３ ａ を
タ ン グ 収 容 部 ２ ８ に 挿 入 す る と 共 に 、 中 間 タ ン グ １ ５ の 金 具 １ ５ ａ を タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ に
挿 入 す る と 、 図 ３ に 示 す よ う に ２ つ の タ ン グ １ ３ ， １ ５ を 同 時 に 格 納 保 持 さ せ る こ と が で
き る 。
な お 、 図 中 矢 印 Ｆ は 車 両 前 方 を 示 し 、 Ｒ は 車 両 後 方 を 示 し 、 Ｉ Ｎ は 車 両 内 方 を 示 し 、 Ｏ Ｕ
Ｔ は 車 両 外 方 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の よ う に 上 記 実 施 例 の 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 は 、 シ ー ト ベ ル ト １ ２ の リ ト ラ ク タ 装 置
１ ６ が ル ー フ 部 に 配 設 さ れ る と 共 に 、 シ ー ト ベ ル ト １ ２ の 非 使 用 時 に タ ン グ １ ３ ， １ ５ を
固 定 す る タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ が 設 け ら れ た 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 で あ っ て 、 上 記 シ ー ト ベ
ル ト １ ２ は 先 端 に ア ン カ 部 と 係 合 す る 第 １ タ ン グ （ 先 端 タ ン グ １ ３ 参 照 ） と 、 中 間 部 に バ
ッ ク ル 部 １ ４ と 係 合 す る 第 ２ タ ン グ （ 中 間 タ ン グ １ ５ 参 照 ） と を 備 え 、 上 記 タ ン グ ホ ル ダ
２ ６ は 上 部 に 第 １ タ ン グ （ 先 端 タ ン グ １ ３ 参 照 ） を 保 持 す る 第 １ 保 持 部 （ タ ン グ 収 容 部 ２
８ 参 照 ） と 、 該 第 １ 保 持 部 の 下 部 に 第 ２ タ ン グ （ 中 間 タ ン グ １ ５ 参 照 ） を 保 持 す る 第 ２ 保
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持 部 （ タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ 参 照 ） と が 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ の 上 部 に 第 １ 保 持 部 （ タ ン グ 収 容 部 ２ ８ 参 照 ） を 形
成 し 、 こ の 第 １ 保 持 部 の 下 部 に 第 ２ 保 持 部 （ タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ 参 照 ） を 形 成 し た の で 、 シ
ー ト ベ ル ト １ ２ の 非 使 用 時 に 際 し て 第 １ タ ン グ （ 先 端 タ ン グ １ ３ 参 照 ） と 第 ２ タ ン グ （ 中
間 タ ン グ １ ５ 参 照 ） と を タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ に 収 納 固 定 す る 場 合 に は 、 第 １ タ ン グ （ 先 端 タ
ン グ １ ３ 参 照 ） お よ び 第 ２ タ ン グ （ 中 間 タ ン グ １ ５ 参 照 ） を ワ ン 操 作 で 上 記 タ ン グ ホ ル ダ
２ ６ の 各 保 持 部 （ タ ン グ 収 容 部 ２ ８ 、 タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ 参 照 ） に 収 納 で き 、 使 い 勝 手 が よ
く 着 脱 も 容 易 か つ 両 タ ン グ １ ３ ， １ ５ の 接 触 に よ る 異 音 の 発 生 も 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
な お 、 シ ー ト ベ ル ト １ ２ の 使 用 時 に 第 １ タ ン グ （ 先 端 タ ン グ １ ３ 参 照 ） を ア ン カ 部 に 係 合
さ せ 、 第 ２ タ ン グ （ 中 間 タ ン グ １ ５ 参 照 ） を バ ッ ク ル 部 １ ４ と 係 合 さ せ る と 、 シ ー ト ベ ル
ト １ ２ は シ ョ ル ダ ベ ル ト 部 １ ２ Ｓ と ラ ッ プ ベ ル ト 部 １ ２ Ｌ と に 区 分 さ れ て 、 乗 員 Ａ を ３ 点
式 シ ー ト ベ ル ト 構 造 に て 拘 束 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 上 記 タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ は 、 シ ー ト ベ ル ト １ ２ が 通 る 開 口 部 ２ ６ ａ の 後 方 に 縦 壁 ２ ６
ｃ が 形 成 さ れ 、 上 記 第 １ 保 持 部 は 縦 壁 ２ ６ ｃ 上 方 か ら 上 記 開 口 部 ２ ６ ａ と 反 対 側 に 突 出 し
第 １ タ ン グ （ 先 端 タ ン グ １ ３ 参 照 ） を 収 容 す る タ ン グ 収 容 部 ２ ８ に て 構 成 さ れ 、 上 記 第 ２
保 持 部 は 縦 壁 ２ ６ ｃ 下 方 に 第 ２ タ ン グ （ 中 間 タ ン グ １ ５ 参 照 ） を 挿 通 保 持 す る タ ン グ 保 持
部 （ タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ 参 照 ） に て 構 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 縦 壁 ２ ６ ｃ 上 方 の 第 １ タ ン グ （ 先 端 タ ン グ １ ３ 参 照 ） 収 容 用 の タ ン グ
収 容 部 ２ ８ と 、 縦 壁 ２ ６ ｃ 下 方 の 第 ２ タ ン グ （ 中 間 タ ン グ １ ５ 参 照 ） 挿 通 保 持 用 の タ ン グ
保 持 部 （ タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ 参 照 ） と を 上 下 に 区 画 す る こ と が で き る の で 、 両 タ ン グ １ ３ ，
１ ５ の 接 触 を よ り 一 層 確 実 に 防 止 し て 、 異 音 発 生 を 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
さ ら に 、 上 記 タ ン グ 収 容 部 ２ ８ の 下 面 に は 第 ２ タ ン グ （ 中 間 タ ン グ １ ５ 参 照 ） の 金 具 １ ５
ａ を 保 持 す る タ ン グ 係 止 部 （ タ ン グ 係 止 爪 ３ ０ ， ３ １ 参 照 ） が 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 タ ン グ 収 容 部 ２ ８ の 下 面 に タ ン グ 係 止 部 （ タ ン グ 係 止 爪 ３ ０ ， ３ １ 参
照 ） を 形 成 し た の で 、 第 １ タ ン グ （ 先 端 タ ン グ １ ３ 参 照 ） の 収 容 部 ２ ８ を 利 用 し つ つ 、 簡
単 な 構 成 に て 第 ２ タ ン グ （ 中 間 タ ン グ １ ５ 参 照 ） の 保 持 性 能 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
加 え て 、 上 記 第 ２ 保 持 部 と し て の タ ン グ 保 持 部 は タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ に 設 定 さ れ 、 該 タ ン グ
挿 通 孔 ２ ９ の 孔 縁 後 部 に は 第 ２ タ ン グ （ 中 間 タ ン グ １ ５ 参 照 ） の 挿 入 ガ イ ド 部 ３ ２ が 形 成
さ れ た も の で あ る 。
こ の 構 成 に よ れ ば 、 挿 入 ガ イ ド 部 ３ ２ が 第 ２ タ ン グ （ 中 間 タ ン グ １ ５ 参 照 ） 挿 入 時 の 案 内
部 と な る の で 、 タ ン グ 挿 入 操 作 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
し か も 、 上 記 第 ２ タ ン グ （ 中 間 タ ン グ １ ５ 参 照 ） は 第 １ タ ン グ （ 先 端 タ ン グ １ ３ 参 照 ） と
の 間 の ベ ル ト 部 を 折 返 し て タ ン グ 保 持 部 （ タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ 参 照 ） に 係 止 さ れ 、 タ ン グ 収
容 部 ２ ８ と タ ン グ 保 持 部 （ タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ 参 照 ） と の 間 隔 は ベ ル ト 折 返 し 部 １ ２ Ａ の 反
力 に よ り 第 ２ タ ン グ （ 中 間 タ ン グ １ ５ 参 照 ） を 保 持 で き る 間 隔 に 設 定 さ れ た も の で あ る 。
こ の 構 成 に よ れ ば 、 シ ー ト ベ ル ト １ ２ の ベ ル ト 折 返 し 部 １ ２ Ａ の 反 力 を 利 用 し て 、 第 １ タ
ン グ （ 先 端 タ ン グ １ ３ 参 照 ） と 第 ２ タ ン グ （ 中 間 タ ン グ １ ５ 参 照 ） と の 保 持 の 安 定 性 を 向
上 さ せ る こ と が で き 、 特 に 中 間 タ ン グ １ ５ の 収 納 姿 勢 が 安 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
さ ら に は 、 上 記 リ ト ラ ク タ 装 置 １ ６ は ブ ラ ケ ッ ト １ ７ を 介 し て ル ー フ 部 （ ル ー フ レ ー ル イ
ン ナ １ ０ 、 リ ヤ ヘ ッ ダ ６ 参 照 ） に 取 付 け ら れ 、 タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ は ブ ラ ケ ッ ト １ ７ に 取 付
け ら れ る も の で あ っ て 、 上 記 ル ー フ 部 に シ ー ト ベ ル ト 装 置 １ ６ が 取 付 け ら れ た 後 に 、 シ ー
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ト ベ ル ト １ ２ を 挿 通 さ せ る ベ ゼ ル ３ ８ が 設 け ら れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 ト ッ プ シ ー リ ン グ ３ ７ お よ び ベ ゼ ル ３ ８ の 組 付 け 時 に 、 タ ン グ １ ３ ，
１ ５ は タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ の 所 定 位 置 （ 図 ３ 参 照 ） に 保 持 さ れ て お り 、 ト ッ プ シ ー リ ン グ ３
７ 、 ベ ゼ ル ３ ８ の 組 付 け 時 に お い て タ ン グ １ ３ ， １ ５ を 一 旦 ト ッ プ シ ー リ ン グ ３ ７ の 開 口
部 （ ベ ゼ ル ３ ８ の 空 間 部 ３ ９ 参 照 ） に 挿 通 さ せ る よ う な 作 業 が 不 要 と な っ て 、 組 付 け 性 が
向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 ８ は 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 し 、 こ の 実 施 例 で は ブ ラ ケ ッ ト １ ７ の 開
口 部 ３ ３ （ 図 ３ 参 照 ） の 部 分 に そ の 主 面 １ ７ Ａ か ら 下 方 に ガ イ ド 片 １ ７ Ｅ ， １ ７ Ｆ を 一 体
に 折 り 返 し 形 成 し て 、 シ ー ト ベ ル ト １ ２ を 挿 通 案 内 さ せ る よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
こ の よ う に 構 成 す る と 、 図 ３ で 示 し た ガ イ ド 部 材 ３ ４ を 省 略 し て 、 部 品 点 数 の 低 減 を 図 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 ８ に 示 す こ の 実 施 例 に お い て も 、 そ の 他 の 構 成 、 作 用 、 効 果 に つ い て は 先 の 実 施 例 と ほ
ぼ 同 様 で あ る か ら 、 図 ８ に お い て 前 図 と 同 一 の 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 詳 し い 説
明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 ９ は 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 し 、 タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ に お け る タ
ン グ 挿 通 孔 ２ ９ の 手 前 側 に フ ロ ン ト 側 が 広 く 、 リ ヤ 側 が 狭 く な る テ ー パ 部 ４ １ を 一 体 形 成
す る と 共 に 、 縦 壁 ２ ６ ｃ 背 面 と 挿 入 ガ イ ド 部 ３ ２ 下 面 と の 間 に 補 強 部 と し て の リ ブ ４ ２ を
一 体 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
こ の よ う に 構 成 す る と 、 中 間 タ ン グ １ ５ の 金 具 １ ５ ａ が テ ー パ 部 ４ １ で 案 内 さ れ な が ら タ
ン グ 挿 通 孔 ２ ９ に 至 る の で 、 こ の 中 間 タ ン グ １ ５ の 収 納 操 作 を さ ら に 円 滑 に 行 な う こ と が
で き る と 共 に 、 リ ブ ４ ２ に よ り タ ン グ ホ ル ダ ２ ６ の 剛 性 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
図 ９ に 示 す こ の 実 施 例 に お い て も 、 そ の 他 の 構 成 、 作 用 、 効 果 に つ い て は 先 の 実 施 例 と ほ
ぼ 同 様 で あ る か ら 、 図 ９ に お い て 前 図 と 同 一 の 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 詳 し い 説
明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ の 発 明 の 構 成 と 、 上 述 の 実 施 例 と の 対 応 に お い て 、
こ の 発 明 の 第 １ タ ン グ は 、 実 施 例 の 先 端 タ ン グ １ ３ に 対 応 し 、
以 下 同 様 に 、
第 ２ タ ン グ は 、 中 間 タ ン グ １ ５ に 対 応 し 、
第 １ 保 持 部 は 、 タ ン グ 収 容 部 ２ ８ に 対 応 し 、
第 ２ 保 持 部 お よ び タ ン グ 保 持 部 は 、 タ ン グ 挿 通 孔 ２ ９ に 対 応 し 、
タ ン グ 係 止 部 は 、 タ ン グ 係 止 爪 ３ ０ ， ３ １ の 少 な く と も 何 れ か 一 方 に 対 応 し 、
ル ー フ 部 は 、 リ ヤ ヘ ッ ダ ６ 、 ル ー フ レ ー ル イ ン ナ １ ０ に 対 応 す る も 、
こ の 発 明 は 、 上 述 の 実 施 例 の 構 成 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 シ ー ト ベ ル ト 非 使 用 時 に タ ン グ を 固 定 す る タ ン グ ホ ル ダ を 設 け 、 こ の
タ ン グ ホ ル ダ の 上 部 に 第 １ タ ン グ を 保 持 す る 第 １ 保 持 部 を 設 け 、 こ の 第 １ 保 持 部 の 下 部 に
第 ２ タ ン グ を 保 持 す る 第 ２ 保 持 部 を 設 け た の で 、 第 １ タ ン グ お よ び 第 ２ タ ン グ を ワ ン 操 作
で タ ン グ ホ ル ダ の 各 保 持 部 に 収 納 で き 、 着 脱 も 容 易 か つ 両 タ ン グ の 接 触 に よ る 異 音 の 発 生
も 防 止 す る こ と が で き る 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 を 示 す 概 略 側 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 要 部 拡 大 断 面 図 。
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【 図 ３ 】 両 タ ン グ 収 納 時 の 説 明 図 。
【 図 ４ 】 図 １ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 要 部 拡 大 断 面 図 。
【 図 ５ 】 図 １ の 要 部 拡 大 側 面 図 。
【 図 ６ 】 リ ト ラ ク タ 装 置 お よ び ブ ラ ケ ッ ト の 平 面 図 。
【 図 ７ 】 ブ ラ ケ ッ ト お よ び タ ン グ ホ ル ダ を 斜 め 下 方 か ら 見 た 状 態 で 示 す 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ９ 】 車 両 用 シ ー ト ベ ル ト 装 置 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
６ … リ ヤ ヘ ッ ダ （ ル ー フ 部 ）
１ ０ … ル ー フ レ ー ル イ ン ナ （ ル ー フ 部 ）
１ ２ … シ ー ト ベ ル ト
１ ２ Ａ … ベ ル ト 折 返 し 部
１ ３ … 先 端 タ ン グ （ 第 １ タ ン グ ）
１ ４ … バ ッ ク ル 部
１ ５ … 中 間 タ ン グ （ 第 ２ タ ン グ ）
１ ５ ａ … 金 具
１ ６ … リ ト ラ ク タ 装 置
１ ７ … ブ ラ ケ ッ ト
２ ６ … タ ン グ ホ ル ダ
２ ６ ａ … 開 口 部
２ ６ ｃ … 縦 壁
２ ８ … タ ン グ 収 容 部 （ 第 １ 保 持 部 ）
２ ９ … タ ン グ 挿 通 孔 （ 第 ２ 保 持 部 ）
３ ０ ， ３ １ … タ ン グ 係 止 爪 （ タ ン グ 係 止 部 ）
３ ２ … 挿 入 ガ イ ド 部
３ ８ … ベ ゼ ル
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